
●
あ
ふ
れ
る
中
国

　
「
カ
チ
・
チ
ェ
ン
、
カ
チ
・
チ
ェ
ン
！
」

「
カ
シ
・
シ
エ
ン
」（「
ほ
ぼ
一
〇
〇
ボ

リ
バ
ル
」
の
意
味
）
を
中
国
な
ま
り
の

ス
ペ
イ
ン
語
で
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
あ

わ
せ
て
陽
気
に
歌
い
踊
る
若
い
中
国
人

男
性
三
人
ユ
ニ
ッ
ト
。
国
内
大
手
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
業
者
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
だ
。
ポ
ッ
プ
で
明
る
く
親
し
み
や
す

い
彼
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

に
お
け
る
中
国
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
注
目
を
集
め
た
。
中
国
や
中
国
人
は

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
に
と
っ
て
、
も
は
や
地

球
の
裏
側
の
遠
い
存
在
で
は
な
く
、
日

常
生
活
に
と
け
こ
む
存
在
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

中
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
の
は
彼

ら
だ
け
で
は
な
い
。
過
去
一
〇
余
年
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
街
角
で
目
に
す
る
中

国
人
、
中
国
企
業
、
中
国
製
品
が
目
を

見
張
る
勢
い
で
増
え
て
い
る
。
家
電
販

売
で
は
中
国
の
ハ
イ
ア
ー
ル
が
チ
ャ
ベ

ス
政
権
の
強
い
後
押
し
を
受
け
て
シ
ェ

ア
を
の
ば
し
て
い
る
。
自
動
車
で
は
、

中
国
企
業
と
現
地
企
業
の
合
弁
で
国
内

組
立
が
始
ま
っ
た
中
国
社
チ
ェ
リ
ー

（
奇
瑞
）
の
販
売
店
の
前
に
、
長
蛇
の

列
が
で
き
た
。
通
信
技
術
部
門
で
も
中

国
勢
は
躍
進
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年

に
は
中
国
に
よ
っ
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
初
と

な
る
通
信
用
人
工
衛
星
シ
モ
ン
・
ボ
リ

バ
ル
の
打
ち
上
げ
が
成
功
し
、
二
〇
一

一
年
に
は
二
機
目
の
打
ち
上
げ
に
関
す

る
契
約
が
調
印
さ
れ
た
。
軍
事
用
レ
ー

ダ
ー
や
戦
闘
機
な
ど
武
器
類
も
中
国
か

ら
調
達
さ
れ
た
。
新
聞
を
広
げ
れ
ば
、

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
や
閣
僚
の
頻
繁
な
中

国
訪
問
、
新
た
な
経
済
協
力
協
定
の
締

結
、
中
国
企
業
に
よ
る
石
油
開
発
、
中

国
か
ら
の
開
発
融
資
な
ど
、
中
国
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

日
系
企
業
が
集
ま
る
カ
ラ
カ
ス
市
東

部
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
ア
ル
タ
ミ
ラ
地
区
で

は
、
ス
ー
ツ
に
身
を
つ
つ
ん
だ
中
国
人

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
闊
歩
す
る
。
中
国
語

の
新
聞
も
三
紙
（
二
〇
〇
八
年
時
点
）

発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
国
人

オ
ー
ナ
ー
の
キ
オ
ス
コ
も
あ
る
。
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
に
居
住
す
る
中
国
人
は
二
〇
〇

〇
年
に
は
六
万
人
と
言
わ
れ
て
い
た

が
、
二
〇
〇
八
年
時
点
で
は
一
六
万
人

以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
。
首
都
カ
ラ
カ

ス
の
み
な
ら
ず
バ
レ
ン
シ
ア
な
ど
の
地

方
都
市
に
も
中
国
人
は
多
く
、
中
国
食

材
店
、
中
国
人
美
容
室
、
中
国
語
の
本

屋
な
ど
か
ら
な
る
中
国
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

●
チ
ャ
ベ
ス
の
熱
烈
的
中
国
接
近

　

過
去
一
〇
余
年
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
お

け
る
中
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
拡
大
は
、

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
に
よ
る
熱
烈
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
成
果
で
あ
る
。
チ
ャ
ベ
ス
大

統
領
は
一
九
九
九
年
の
就
任
以
来
、
反

米
帝
国
主
義
、
反
資
本
主
義
を
掲
げ
、

「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」
の
建
設
を

め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ア

メ
リ
カ
に
か
わ
る
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
中
国
と
の
関
係
強
化
が
最
重
要
課

題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
二
〇
世
紀
を
通
し
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
最
大
の
貿
易
相
手
国
お
よ
び
石
油
開

発
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
依
存
か
ら
脱
却
す
る
た

め
に
は
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
二

位
の
石
油
消
費
地
で
あ
る
中
国
市
場
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務

で
あ
っ
た
。

　

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
中
国
と
の
関
係

拡
大
戦
略
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ

る
。
第
一
に
、
ト
ッ
プ
外
交
を
重
ね
国

対
国
ベ
ー
ス
で
協
力
協
定
を
締
結
し
、

そ
の
傘
の
も
と
で
、
石
油
開
発
を
は
じ

め
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
建
設
、
製
造
業
、

農
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
中

国
企
業
と
国
内
企
業
の
合
弁
形
式
で
数

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。

　

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
就
任
後
六
回
中

国
を
訪
問
し
て
い
る
。
チ
ャ
ベ
ス
政
権

以
前
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
大
統
領
が
中
国

を
訪
問
し
た
の
が
わ
ず
か
一
回
で
あ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権

が
い
か
に
中
国
を
重
視
し
て
い
る
か
が

よ
く
わ
か
る
。
両
国
の
間
で
は
経
済
閣

僚
レ
ベ
ル
の
合
同
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、定
期
的
に
会
合
が
開
か
れ
て
い
る
。

ア
シ
メ
ト
リ
ー
な
関
係

　
― 

中
国
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ 

―

坂
口

安
紀
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そ
の
も
と
で
数
多
く
の
協
定
や
合
意
書

が
交
わ
さ
れ
、
数
百
に
お
よ
ぶ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
・
準
備
さ
れ
て
い
る
。

石
油
開
発
に
お
い
て
は
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｃ
な
ど

中
国
の
大
手
国
営
石
油
企
業
が
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
国
営
石
油
Ｐ
Ｄ
Ｖ
Ｓ
Ａ
と
の
合

弁
で
開
発
を
進
め
て
い
る
。
一
九
九
〇

年
代
に
は
石
油
開
発
事
業
者
は
公
開
入

札
で
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
チ
ャ
ベ
ス

政
権
は
途
上
国
の
国
営
企
業
を
中
心
に

事
業
者
を
指
名
認
可
す
る
。
な
か
で
も

中
国
の
国
営
石
油
企
業
は
多
く
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
が
許
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
中
国
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
双
方

の
国
営
石
油
企
業
の
合
弁
事
業
と
し

て
、
中
国
広
東
省
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
原
油

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
製
油
所
が
建
設

中
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
中
国
か
ら

数
十
億
米
ド
ル
か
ら
一
〇
〇
億
米
ド
ル

を
超
え
る
「
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
る
開
発
融
資
を
た
び
た
び
受

け
て
い
る
が
、そ
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る「
ひ

も
付
き
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
て
こ
に
し

て
中
国
か
ら
の
財
輸
入
が
急
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
中
国
企
業
の
参
入
を
促
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
、
二

〇
〇
九
年
に
は
中
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四

〇
億
ド
ル
ず
つ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
社
会

経
済
開
発
の
た
め
の
基
金
へ
融
資
が
行

わ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
米
ド
ル
お

よ
び
元
で
二
〇
〇
億
ド
ル
相
当
が
融
資

さ
れ
る
大
規
模
基
金
と
呼
ば
れ
る
ス

キ
ー
ム
が
合
意
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
元
手
に
チ
ャ
ベ
ス
政
権

は
、
石
油
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
鉄

道
や
送
電
網
の
建
設
、
港
湾
整
備
な

ど
）、
貧
困
層
向
け
住
宅
建
設
、
製
造

業
や
農
業
の
新
規
事
業
な
ど
を
展
開
す

る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
企
業
、
ま
た
は

中
国
企
業
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
企
業
（
大
半

の
場
合
は
国
営
企
業
）
の
合
弁
企
業
が

担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
事
業

に
必
要
な
数
多
く
の
投
入
財
、
機
械
設

備
、
技
術
、
そ
し
て
ヒ
ト
が
そ
れ
ら
の

フ
ァ
ン
ド
と
と
も
に
中
国
か
ら
や
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。
石
油
開
発
で
は
掘
削

用
リ
グ
が
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
農
業

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
農
機
具
が
輸

入
さ
れ
、
全
国
各
地
の
住
宅
建
設
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
中
国
企

業
が
建
設
を
担
い
、
中
国
人
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
現
場
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
労
働
者
を

仕
切
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
チ
ャ

イ
ナ
・
フ
ァ
ン
ド
は
将
来
に
わ
た
り
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
が
原
油
で
中
国
に
返
却
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
だ
。
一
日
あ
た

り
一
〇
〇
万
バ
レ
ル
の
石
油
を
中
国
に

送
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
生

産
低
迷
な
ど
の
理
由
か
ら
現
時
点
で
は

五
〇
万
バ
レ
ル
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。

　

第
三
に
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
は
「
社
会

開
発
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
名
打
っ
て
、
貧

困
層
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
や
社
会

開
発
の
た
め
の
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
中
国
か
ら
の
資
金
、
中

国
製
品
の
輸
入
や
中
国
企
業
の
誘
致
、

中
国
と
の
技
術
提
携
と
有
機
的
に
結
び

つ
け
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
貧
困
層
に
対
し
て
冷
蔵
庫

や
洗
濯
機
な
ど
の
白
物
家
電
を
無
料
配

布
あ
る
い
は
低
利
ロ
ー
ン
で
販
売
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
設
備
の
整
っ
た
我
が

家
」
計
画
で
は
、
政
府
は
ハ
イ
ア
ー
ル

製
品
を
大
量
に
輸
入
し
た
。
二
〇
一
二

年
末
ま
で
に
は
三
〇
〇
万
点
近
い
ハ
イ

ア
ー
ル
製
品
が
輸
入
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
が
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
同
社
製
品

に
限
り
輸
入
関
税
を
時
限
的
に
免
除
す

る
大
統
領
令
を
出
す
特
別
扱
い
を
し
て

い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
九
月
を
目

標
に
、
同
社
製
品
の
国
内
生
産
を
開
始

予
定
で
あ
る
。
自
動
車
で
は
、
前
述
の

チ
ェ
リ
ー
の
大
衆
車
モ
デ
ル
を
他
社
同

等
モ
デ
ル
の
約
半
額
で
販
売
し
、
さ
ら

に
国
営
銀
行
か
ら
の
低
利
ロ
ー
ン
を
つ

け
る
こ
と
で
、
低
所
得
者
層
の
自
動
車

購
入
を
促
す
。
携
帯
電
話
で
は
、
中
国

企
業
と
国
営
企
業
の
合
弁
企
業
を
二
社

設
立
し
、
欧
米
ブ
ラ
ン
ド
が
独
占
し
て

アシメトリーな関係―中国とベネズエラ―
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い
た
携
帯
電
話
機
器
市
場
に
攻
勢
を
か

け
、
二
〇
一
一
年
に
は
一
二
〇
万
個
を

国
内
で
組
立
て
た
。
二
〇
一
二
年
に
は

三
〇
〇
万
個
の
組
立
を
目
指
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
資
金
で
、
中

国
企
業
や
中
国
製
品
を
使
っ
て
、
貧
困

層
の
生
活
向
上
や
社
会
開
発
を
促
進
し

な
が
ら
中
国
と
の
経
済
関
係
を
よ
り
強

固
に
す
る
、
周
到
に
練
ら
れ
た
戦
略
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
対

中
国
貿
易
は
急
速
に
拡
大
し
、
チ
ャ
ベ

ス
大
統
領
の
思
惑
ど
お
り
ア
メ
リ
カ
依

存
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
国
連
の
貿
易
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ

る
と
（
表
1
）、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
中
国

か
ら
の
輸
入
額
は
過
去
一
二
年
間
で
七

〇
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
四
三
億
ド
ル
へ
と

目
を
見
張
る
勢
い
で
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
中
国
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
伝

統
的
輸
入
相
手
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
や
日
本
、
ま
た
一
九
九
〇
年
代
以

降
輸
入
が
拡
大
し
て
い
た
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
近
隣
諸
国
を
抜
き
、
ア
メ
リ
カ
に

次
ぐ
第
二
の
輸
入
相
手
国
と
な
っ
た
。

そ
の
間
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
輸
入
先
と
し
て

の
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ア
は
、
中
国
が
伸

ば
し
た
シ
ェ
ア
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
縮
小

を
見
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
対
中
輸
出
に

つ
い
て
は
、
両
国
の
統
計
の
取
り
方
や

石
油
輸
出
額
に
不
透
明
な
部
分
が
大
き

い
た
め
、
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
よ
っ
て
異

な
る
数
値
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
し
か

し
そ
れ
ら
を
寄
せ
集
め
る
と
、
や
は
り

輸
出
に
お
い
て
も
輸
入
同
様
チ
ャ
ベ
ス

政
権
下
で
中
国
向
け
が
大
き
く
拡
大

し
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第
二
の
輸
出
相

手
国
と
な
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

国
連
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
ブ
経

済
委
員
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
（
表

2
）、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
九
年
の

比
較
で
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
輸
出
総
額
に
占

め
る
中
国
向
け
輸
出
の
シ
ェ
ア
が
拡
大

す
る
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
向
け
の
シ
ェ

ア
は
縮
小
し
て
い
る
。
石
油
輸
出
に
関

し
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政
府
が
出
し
て
い
る

最
新
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
八
年
、
表
3
）

に
よ
る
と
、
中
国
を
含
む
対
ア
ジ
ア
輸

出
が
拡
大
す
る
一
方
ア
メ
リ
カ
向
け
輸

出
は
縮
小
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の

デ
ー
タ
で
は
イ
ン
ド
が
二
位
と
な
っ
て

い
る
が
、
イ
ン
ド
は
同
年
の
み
輸
出
量

が
突
出
し
て
お
り
、
ほ
か
の
年
で
は
さ

ほ
ど
大
き
く
な
い
。
中
国
は
二
〇
〇
五

年
以
降
毎
年
大
き
く
輸
出
を
拡
大
し
て

き
て
い
る
。
ま
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
原
油
は

比
重
が
重
く
混
合
物
が
多
い
た
め
、
精

製
で
き
る
精
油
所
が
中
国
に
は
な
く
、

中
国
向
け
原
油
の
一
部
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

表1　ベネズエラの主要輸入相手国の推移
1999年 2005年 2011年

順位 相手国 100万ドル ％ 順位 相手国 100万ドル ％ 順位 相手国 100万ドル ％

1 ア メ リ カ 5,222 38.5 1 ア メ リ カ 6,897 31.6 1 ア メ リ カ 10,153 27.9

2 イ タ リ ア 1,523 11.2 2 コ ロ ン ビ ア 2,409 11.0 2 中 国 4,355 12.0

3 コ ロ ン ビ ア 738 5.4 3 ブ ラ ジ ル 1,989 9.1 3 ブ ラ ジ ル 3,140 8.6

4 ド イ ツ 615 4.5 4 メ キ シ コ 1,515 6.9 4 コ ロ ン ビ ア 1,522 4.2

5 メ キ シ コ 497 3.7 5 パ ナ マ 848 3.9 5 メ キ シ コ 1,483 4.1

6 日 本 461 3.4 6 中 国 808 3.7 …

… 7 日 本 712 3.3 15 日 本 748 2.1

25 中 国 69 0.5

（出所）　UNComtradeから筆者作成。
（注）　上位5カ国に中国と日本を追加したもの。

表2　ベネズエラの輸出：相手国・地域別シェア（％）
2000 2009

アメリカ 59.6 48.8
中国 0.1 5.9
EU 5.8 13.3
ラテンアメリカ諸国 19.6 15.8
アジア太平洋諸国 1.9 15.5

（出所）　 Rosales, Osvaldo y Mikio Kuwayama [2012] China y América Latina y el Caribe: 
hacia una relación económica y comercial estratégica, Santiago: CEPAL, p. 78, 
Cuadro II. 3より抜粋。

表3　ベネズエラの原油・石油製品の主要輸出先
2008年
順位

国　名
1999 2008

1000バレル ％ 1000バレル ％
1 アメリカ 547,622 54.5 326,107 31.8
4 インド … … 48,968 4.8
5 中国 … … 45,387 4.4
6 シンガポール 130 0.0 34,686 3.4

（出所）　 Ministerio del Poder Popular para la Energía y Petróleo [2010] PODE (Petróleo y 
Otros Datos Estadísticos) 2007-8, Caracas: Ministerio del Poder Popular para la 
Energía y Petróleo, p. 88, cuadro 53より作成。

（注）　 もとの表では、2位はセントクロイ、3位はキュラソーとなっているが、いずれも
ベネズエラ国営石油会社の製油所向け輸出であるため、省略した。

表4　 中国のラテンアメリカへの直接投資額：上位5カ国（2009）
（100万ドル）

ブ ラ ジ ル 360.9
ペ ル ー 284.5
ベ ネ ズ エ ラ 272.0
メ キ シ コ 173.9
アルゼンチン 169.1

（出所）　表2と同じ。
（注）　 中国の対ラテンアメリカへ直接投資の9割はケイマン諸島などカリブ海のタック

スヘブン向けである。それらを省いた上位5カ国を抜粋。
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ル
を
経
由
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
現
時
点

で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石
油
輸
出
（
そ
し
て

輸
出
全
体
）
に
占
め
る
中
国
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
は
表
3
が
示
す
よ
り
も
大
き
く
、

お
そ
ら
く
中
国
が
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
第

二
の
輸
出
相
手
国
に
な
っ
て
い
る
と
見

て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
中
国
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
向
け
の
直

接
投
資
も
二
〇
〇
九
年
に
は
二
億
七
二

〇
〇
万
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

は
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
と
と
も
に
、
中

国
の
対
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
直
接
投
資
の

主
要
受
入
れ
国
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た

（
表
4
）。
チ
ャ
ベ
ス
政
権
が
企
業
（
外

資
も
含
む
）や
農
場
を
数
多
く
国
有
化
・

接
収
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
へ
の
直
接
投
資
が
冷
え
込
む
一
方
、

中
国
資
金
は
年
々
深
ま
る
両
国
間
関
係

を
担
保
に
し
て
流
入
し
て
い
る
。
中
国

の
資
金
は
前
述
の
よ
う
に
、
チ
ャ
ベ
ス

政
権
の
積
極
的
誘
致
を
受
け
て
、
石
油

開
発
、
製
造
業
、
建
設
業
、
農
業
と
幅

広
い
分
野
で
の
投
資
先
に
事
欠
か
な

い
。

●
ア
シ
メ
ト
リ
ー
な
関
係

　

し
か
し
こ
の
二
国
間
関
係
を
中
国
側

か
ら
眺
め
る
と
、
き
わ
め
て
非
対
称
な

関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
中
国
に

と
っ
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
輸
出
（
四
五

位
）、
輸
入
（
二
九
位
）
と
も
に
シ
ェ

ア
が
一
％
に
届
か
な
い
貿
易
相
手
だ
。

石
油
に
限
れ
ば
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
中
国
に

と
っ
て
第
七
位
の
輸
入
相
手
と
な
る
も

の
の
、
シ
ェ
ア
は
三
・
八
％
と
大
き
く

な
い
。
中
国
は
世
界
各
地
か
ら
石
油
を

調
達
し
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
で
も
石

油
開
発
事
業
に
直
接
参
画
し
て
お
り
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
そ
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
中
国
へ
石
油

を
輸
出
す
る
の
は
、
実
は
経
済
的
に
合

理
的
で
は
な
い
。
太
平
洋
側
に
出
口
を

持
た
な
い
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
中
国
に
石

油
を
輸
送
す
る
に
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を

大
型
タ
ン
カ
ー
が
通
行
で
き
な
い
た
め

大
西
洋
を
ま
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

約
四
〇
日
か
か
る
。
中
東
や
ア
フ
リ
カ

産
油
国
か
ら
調
達
す
る
ほ
う
が
中
国
に

と
っ
て
は
容
易
か
つ
安
上
が
り
で
あ

る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
原
油
は
比
重
や
混
合
物
の
問
題
か
ら

特
別
な
精
製
設
備
を
必
要
と
す
る
。
中

国
に
と
っ
て
そ
れ
は
コ
ス
ト
高
を
意
味

す
る
。
つ
ま
り
中
国
に
と
っ
て
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
石
油
は
、
石
油
供
給
源
の
多
角
化

と
い
う
点
で
は
意
味
が
あ
る
も
の
の
、

コ
ス
ト
面
で
は
ほ
か
の
産
油
国
と
比
べ

て
さ
ほ
ど
う
ま
み
の
あ
る
事
業
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
中
国
向

け
石
油
輸
出
に
あ
た
っ
て
は
、
市
場
価

格
を
大
き
く
下
回
る
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

が
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
政
府
は
こ
れ
を
否
定
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
チ
ャ
イ
ナ
・
フ
ァ

ン
ド
の
資
金
の
使
わ
れ
方
お
よ
び
中
国

へ
の
石
油
輸
出
に
関
し
て
は
、
大
き
な

金
額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
お
り
、
不
透
明
な

部
分
が
多
い
こ
と
自
体
が
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
国
内
で
は
批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
は
、
ソ
ビ
エ
ト
な

き
あ
と
社
会
主
義
国
家
建
設
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
も

中
国
の
後
押
し
を
期
待
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
強
硬
な
反
米
姿
勢
を
貫
く
チ
ャ

ベ
ス
大
統
領
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ラ

ン
ス
と
し
て
も
、
中
国
と
の
協
力
関
係

を
大
い
に
あ
て
に
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
中
国
は
も
は
や
革
命
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
輸
出
に
は
関
心
が
な
い
。

中
国
に
と
っ
て
は
、
チ
ャ
ベ
ス
と
の
友

好
関
係
強
化
よ
り
も
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と

の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
の
方

が
重
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
牙
を
む

く
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
に
肩
入
れ
し
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ご
機
嫌
を
損
ね
る
こ
と
は

中
国
に
と
っ
て
得
策
で
は
な
い
。

　

一
方
で
、
チ
ャ
ベ
ス
政
権
は
資
金
面

や
経
済
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に

お
い
て
、
す
で
に
か
な
り
の
中
国
依
存

を
深
め
て
い
る
。
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
輸
出
や
革
命
勢
力
維
持
の
た
め

に
、
ソ
ビ
エ
ト
や
中
国
が
小
さ
い
社
会

主
義
国
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
時
代
は
ず

い
ぶ
ん
前
に
終
わ
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
依
存
を
断
ち
切
る
た
め
の
中
国
へ
の

接
近
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
非
対

称
な
力
関
係
か
ら
、
そ
れ
が
あ
ら
た
な

対
外
的
脆
弱
性
の
芽
を
生
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

（
さ
か
ぐ
ち　

あ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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